
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

 イギリスのロンドンの人
じん

口
こう

が100万
まん

人
にん

を超
こ

えたのは、1831（天
てん

保
ぽう

2）年
ねん

のこと。 一
いっ

揆
き

とは、重
おも

すぎる年
ねん

貢
ぐ

（税
ぜい

金
きん

）などを軽
かる

くするように、農
のう

民
みん

たちが集
しゅう

団
だん

で幕
ばく

府
ふ

や領
りょう

主
しゅ

に強
つよ

く訴
うった

えること。

 3つの政
せい

治
じ

改
かい

革
かく

と中
ちゅう

央
おう

区
く

 ～前
ぜん

篇
ぺん

～
5代

だい

将
しょう

軍
ぐん

・徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

の時
じ

代
だい

（1680～1709年
ねん

）は、災
さい

害
がい

の後
あと

始
し

末
まつ

や
動
どう

物
ぶつ

を極
きょく

端
たん

に大
たい

切
せつ

にする「生
しょう

類
るい

憐
あわれ

みの令
れい

」、質
しつ

の悪
わる

い貨
か

幣
へい

の発
はっ

行
こう

などで、
幕
ばく

府
ふ

の財
ざい

政
せい

は赤
あか

字
じ

だった。武
ぶ

士
し

たちが、苦
くる

しい生
せい

活
かつ

を送
おく

るなか
将
しょう

軍
ぐん

となったのは、もと紀
き

州
しゅう

藩
はん

（現
げん

・和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

）の藩
はん

主
しゅ

徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

だった。

はじめての人
じん

口
こう

調
ちょう

査
さ

吉
よし

宗
むね

は1721（享
きょう

保
ほう

6）年
ねん

に、日
に

本
ほん

初
はつ

の全
ぜん

国
こく

的
てき

な人
じん

口
こう

調
ちょう

査
さ

を行
おこな

った。この
調
ちょう

査
さ

から、当
とう

時
じ

の日
にっ

本
ぽん

の人
じん

口
こう

は約
やく

3000万
まん

人
にん

で、江
え

戸
ど

には110～120万
まん

人
にん

が住
す

んでいたとされている。江
え

戸
ど

は世
せ

界
かい

でも1、2の大
だい

都
と

市
し

だったの
だ。そのため、江

え

戸
ど

では迷
まい

子
ご

が大
おお

きな問
もん

題
だい

だった。吉
よし

宗
むね

は芝
しば

口
ぐち

（現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

八
はっ

丁
ちょう

目
め

）に迷
まい

子
ご

の掲
けい

示
じ

場
ば

をつくったが、あまり効
こう

果
か

はなかった。

お金
かね

のない人
ひと

の
ための病

びょう

院
いん

をつくった
目
め

安
やす

箱
ばこ

に入
はい

っていた提
てい

案
あん

のなかには、
貧
まず

しくて十
じゅう

分
ぶん

な医
い

りょうを受
う

けられ
ない人

ひと

々
びと

のために、無
む

料
りょう

の病
びょう

院
いん

をつ
くるべきだという、町

まち

医
い

者
しゃ

の投
とう

書
しょ

があ
った。その意

い

見
けん

からつくられたのが、
現
げん

在
ざい

の文
ぶん

京
きょう

区
く

小
こ

石
いし

川
かわ

植
しょく

物
ぶつ

園
えん

内
ない

にあった
小
こ

石
いし

川
かわ

養
よう

生
じょう

所
しょ

だ。ここには、約
やく

100人
にん

の病
びょう

人
にん

が入
にゅう

院
いん

していた。

町
まち

の人
ひと

々
びと

の意
い

見
けん

を取
と

り入
い

れた
1721（享

きょう

保
ほう

6）年
ねん

、吉
よし

宗
むね

は町
まち

の人
ひと

々
びと

の意
い

見
けん

を聞
き

くために、「目
め

安
やす

箱
ばこ

」という投
とう

書
しょ

箱
ばこ

を設
せっ

置
ち

する。
吉
よし

宗
むね

は自
じ

分
ぶん

で箱
はこ

を開
あ

けて投
とう

書
しょ

を読
よ

み、よい提
てい

案
あん

は実
じっ

行
こう

した。たとえば、江
え

戸
ど

を火
か

事
じ

から守
まも

るた
め、屋

や

根
ね

に板
いた

やわらでは
なく、燃

も

えにくいかわら
を使

つか

ったりした。

能
のう

力
りょく

のある人
ひと

に
仕
し

事
ごと

をさせた
幕
ばく

府
ふ

の役
やく

所
しょ

では、家
か

禄
ろく

（給
きゅう

与
よ

）の高
たか

い家
いえ

が、
親
おや

から子
こ

どもに重
じゅう

要
よう

な役
やく

職
しょく

を引
ひ

きついでいた。
しかし、1723（享

きょう

保
ほう

8）年
ねん

、吉
よし

宗
むね

は能
のう

力
りょく

があ
れば、家

か

禄
ろく

が低
ひく

くても重
じゅう

要
よう

な役
やく

職
しょく

につかせ
た（足

たし

高
だか

の制
せい

）。この制
せい

度
ど

によって、大
おお

岡
おか

忠
ただ

相
すけ

が町
まち

奉
ぶ

行
ぎょう

となり、公
こう

正
せい

な裁
さい

判
ばん

や防
ぼう

火
か

対
たい

策
さく

、
物
ぶっ

価
か

の安
あん

定
てい

策
さく

などで大
だい

活
かつ

躍
やく

した。

食
た

べものの安
あん

定
てい

供
きょう

給
きゅう

に気
き

を配
くば

った
吉
よし

宗
むね

は、一
いち

年
ねん

を通
つう

じて米
こめ

の値
ね

段
だん

が一
いっ

定
てい

になるように気
き

をつけた。
米
こめ

の値
ね

段
だん

が安
あん

定
てい

することで、物
ぶっ

価
か

も安
あん

定
てい

するからだ。また、
天
てん

候
こう

の不
ふ

順
じゅん

により米
こめ

や農
のう

作
さく

物
もつ

のできが悪
わる

く、食
た

べるものがな
くなるききんに備

そな

え、厳
きび

しい環
かん

境
きょう

でも育
そだ

つサツマイモ（甘
かん

藷
しょ

）
の栽

さい

培
ばい

を進
すす

めた。

江え

戸ど

もう1
ひ と り

人の名
めい

君
くん

・徳
とく

川
がわ

宗
むね

春
はる

吉
よし

宗
むね

が享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

を行
おこな

って
いたころ、正

せい

反
はん

対
たい

の政
せい

治
じ

を
行
おこな

ったのが、尾
お

張
わり

国
のくに

（現
げん

・愛
あい

知
ち

県
けん

）名
な

古
ご

屋
や

藩
はん

主
しゅ

の徳
とく

川
がわ

宗
むね

春
はる

だ。吉
よし

宗
むね

が社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

のた
めに倹

けん

約
やく

を進
すす

め、さまざま
なことを規

き

制
せい

したのに対
たい

し、
宗
むね

春
はる

は「人
ひと

々
びと

の幸
しあわ

せは自
じ

由
ゆう

な
生
せい

活
かつ

にある」と考
かんが

えた。規
き

制
せい

をゆるめ、自
じ

由
ゆう

に人
ひと

々
びと

の才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

させた宗
むね

春
はる

の時
じ

代
だい

に、
名
な

古
ご

屋
や

は大
だい

都
と

会
かい

へと成
せい

長
ちょう

した。
宗
むね

春
はる

は吉
よし

宗
むね

のライバルだっ
たのだ。

年
ねん

々
ねん

派
は

手
で

になった両
りょう

国
ごく

の花
はな

火
び

両
りょう

国
ごく

の花
はな

火
び

は、もともと吉
よし

宗
むね

がはじめたものだが（→p.134）、
意
おき

次
つぐ

の時
じ

代
だい

には、大
たい

変
へん

なにぎわいを見
み

せた。

芝
しば

居
い

になった徳
とく

川
がわ

宗
むね

春
はる

（1696～1764）
名
な

古
ご

屋
や

の人
ひと

々
びと

からしたわれた宗
むね

春
はる

だ
ったが、吉

よし

宗
むね

と対
たい

立
りつ

し処
しょ

ばつされて
しまう。しかし、人

ひと

々
びと

は芝
しば

居
い

をつく
って宗

むね

春
はる

をなつかしんだ。絵
え

のなかで、
牛
うし

に乗
の

っているのが宗
むね

春
はる

。

8代
だい

将
しょう

軍
ぐん

・徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

（1684～1751）
1716（享

きょう

保
ほう

元
がん

）から1745（延
えん

享
きょう

2）年
ねん

まで将
しょう

軍
ぐん

を務
つと

めた。
人
ひと

々
びと

は吉
よし

宗
むね

を名
めい

君
くん

（優
すぐ

れた君
くん

主
しゅ

）とたたえた。

小
こ

石
いし

川
かわ

養
よう

生
じょう

所
しょ

をモデルに
した映

えい

画
が

『赤
あか

ひげ』。
人
ひと

々
びと

が意
い

見
けん

を書
か

いて入
い

れた目
め

安
やす

箱
ばこ

。

「甘
かん

藷
しょ

先
せん

生
せい

」とよばれた
青
あお

木
き

昆
こん

陽
よう

（1698～1769）
儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

で蘭
らん

学
がく

者
しゃ

。日
に

本
ほん

橋
ばし

小
お

田
だ

原
わら

町
ちょう

の魚
さかな

問
どん

屋
や

に生
う

まれた昆
こん

陽
よう

は、大
おお

岡
おか

越
えち

前
ぜん

守
のかみ

忠
ただ

相
すけ

によばれ、ききん対
たい

策
さく

に、サツマイモの栽
さい

培
ばい

を全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

めようとした。サツマイモは南
なん

米
べい

原
げん

産
さん

。日
にっ

本
ぽん

には江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に中
ちゅう

国
ごく

か
ら入

はい

ってきた。

＜将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

登
とう

場
じょう

！！＞
1716（享

きょう

保
ほう

元
がん

）年
ねん

、7代
だい

将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

継
つぐ

が6歳
さい

で亡
な

くなると、徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が33歳
さい

で8代
だい

将
しょう

軍
ぐん

となった。将
しょう

軍
ぐん

となった吉
よし

宗
むね

は、
倹
けん

約
やく

と規
き

制
せい

を進
すす

めて、町
ちょう

人
にん

たちがぜいたくになった世
よ

の
なかを立

た

てなおそうとした。その政
せい

治
じ

は「享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

」と
よばれた。このあとも江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

には、「寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

」と「天
てん

保
ぽう

の改
かい

革
かく

」（→p.64 - 65）という、幕
ばく

府
ふ

の財
ざい

政
せい

を立
た

てなお
すための、大

おお

きな政
せい

治
じ

改
かい

革
かく

が行
おこな

われた。

いろいろな
考
かんが

え方
かた

が
あるのね。 節

せつ

約
やく

するより、お金
かね

をつかおうよ！

田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

の時
じ

代
だい

吉
よし

宗
むね

の引
いん

退
たい

後
ご

は、年
ねん

貢
ぐ

の引
ひ

き上
あ

げ
などで、生

せい

活
かつ

が苦
くる

しくなった農
のう

民
みん

による一
いっ

揆
き

が起
お

こっていた。その
とき登

とう

場
じょう

した田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

は、商
しょう

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

を活
かっ

発
ぱつ

にして、財
ざい

政
せい

を立
た

てなお
そうとした。自

じ

由
ゆう

な空
くう

気
き

が生
う

まれ
たこの時

じ

代
だい

に、人
ひと

々
びと

はごらくにお
金
かね

をつかった。このとき埋
う

め立
た

て
られた三

みつ

叉
また

は、飲
いん

食
しょく

店
てん

などが並
なら

ぶ
歓
かん

楽
らく

街
がい

として栄
さか

えた（→p.159）。

隅
田
川

す
み
だ
が
わ

日
本
橋

通
町
筋

（
現
・
中
央
通
り
）

京
橋

に

　ほん
ば
し

き
ょ
う
ば
し

と
お
り
ち
ょ
う
す
じち

ゅ
う
お
う
ど
お

げ
ん

田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

（1719～1788）
9代
だい

将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

重
しげ

、10代
だい

将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

治
はる

に仕
つか

えた。
1767（明

めい

和
わ

4）から
1786（天

てん

明
めい

6）年
ねん

ま 
で、幕

ばく

府
ふ

のなかで力
ちから

をもち、政
せい

治
じ

を行
おこな

った。
その20年

ねん

間
かん

を「田
た

沼
ぬま

時
じ

代
だい

」とよぶ。

和
わ

歌
か

山
やま

城
じょう

の近
ちか

くにある
徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

の像
ぞう

吉
よし

宗
むね

は身
しん

長
ちょう

180cmを超
こ

え（当
とう

時
じ

の
　平

へい

均
きん

身
しん

長
ちょう

は157cm）、タカ狩
が

り
　や乗

じょう

馬
ば

が好
す

きだった。

サツマイモはあれ地
ち
で

も育
そだ
つのじゃ。今

こ
年
とし
も

いいイモができたよ。

お金
かね
を使

つか
えば

景
けい
気
き
はよくなる。

三
みつ

叉
また

江
え
戸
ど
の

安
あん
全
ぜん
は

任
まか
せとけ！

大
おお

岡
おか

越
えち

前
ぜん

守
のかみ

忠
ただ

相
すけ

（1677～1752）
「越

えち

前
ぜん

守
のかみ

」は役
やく

職
しょく

の名
な

前
まえ

。町
まち

奉
ぶ

行
ぎょう

として、町
まち

火
び

消
けし

（→p.49）や小
こ

石
いし

川
かわ

養
よう

生
じょう

所
しょ

をつくった。
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